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図 5 実験土層の経過観察 
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グラベール B は琉球石灰岩の表面侵食に対して効果を発揮しており、現地での利用が大いに期

待される。希釈率が低い（濃度が高い）ほどその効果は大きくなるが、標準希釈より薄くても、

十分な効果が得られる可能性が示唆された。ただし、土壌の違いによって、その効果にわずかな

違いがあるので、現地で実証実験を実施する必要があると思われる。図 6 は、侵食により崩落し

た土壌の様子であり、小さな塊状のまま侵食を受けている事が分かる。これは伊美地区で現地観

察をしたものと同じであり、乾燥による収縮からクラストを形成し、これが降水に流されたり、

風に飛ばされて侵食が進行したと考えられる。 
 
４４．．おおわわりりにに  

沖永良部島の琉球石灰岩風化土について、圃場法面保護に有効な工法について検討するために、

模擬的な斜面を作製し、屋外におけて侵食実験を行った。その結果、現地と同様に表土の乾燥収

縮に伴い小粒のクラストが形成されることで侵食が進行する様子が確認できた。ここに土壌改良

剤（グラベール B）を用いると、団粒化によるものと思われる透水性が向上するとともに、侵食

が抑制され、その効果が確認できた。この効果は濃度が高いほど強く発揮されるが、標準より低

濃度でもある程度の効果が期待された。ただし、試料が変わるとその効果の程度も変化するため、

現地での実証実験が不可欠である事も示した。 
土壌改良剤は多種多様なものが販売されており、例えば、上水の浄化や水田の汎用化のために

用いられるヒドロキシアルミニウムや斜面の強度増加に用いられる竹セルロースなどがある。土

壌改良剤の利用は、効果の発現が早く、種子が発芽するまでの侵食抑制には有効である。今後は、

現地の土壌に合った改良剤を模索する必要があると考える。 
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図 6 崩落土の様子 
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